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●
花
火
を
す
る
と
き
の
注
意

・�

子
ど
も
だ
け
で
は
遊
ば
な
い
。

必
ず
大
人
と
一
緒
に
す
る
。

・�

広
い
場
所
で
、
燃
え
や
す
い
も

の
が
な
い
と
こ
ろ
で
す
る
。

・�

花
火
に
書
い
て
あ
る
注
意
書
き

を
よ
く
読
ん
で
必
ず
守
る
。

・�

水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
す

る
。

・�

風
の
強
い

と
き
は
花

火
遊
び
を

し
な
い
。

　

世
代
の
異
な
っ
た
方
と
一
緒
に

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。
造
花
を
使
っ
た

作
品
な
の
で
、
お
子
様
や
初
め
て

の
方
で
も
簡
単
に
作
れ
ま
す
。

日
時　

７
月
30
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

�

下
京
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

和
室
大

定
員　

�

20
名（
定
員
を
超
え
る
場

合
は
そ
の
場
で
抽
選
。ペ
ア

で
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、

作
品
を
作
る
方
の
人
数
を

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。）

送
付
時
期　

７
月
中
旬

お
知
ら
せ
す
る
内
容

ア　

�

４
月
か
ら
特
別
徴
収
（
年
金

か
ら
の
引
き
落
と
し
）
を
さ

れ
て
い
る
方

　
　

�　

平
成
23
年
度
の
正
式
な
保

険
料
額
と
、
10
月
、
12
月
、

２
月
に
特
別
徴
収
す
る
保
険

料
額
。

イ　

�

７
月
以
降
に
保
険
料
を
納
付

い
た
だ
く
方
（
ア
以
外
の
方
）

花
材
料
費　

�

１
作
品
１
０
０
０
円

（
申
込
み
時
に
徴
収
）

申
込
み　

�

７
月
23
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
か
ら
受
付

（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込

不
可
）

問　

下
京
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
341
・
１
７
３
０
）

　
　

�　

平
成
23
年
度
の
保
険
料
額
、

保
険
料
の
納
入
方
法
な
ど
。

以
下
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①�

普
通
徴
収
（
納
付
書
で
の
納
付

や
口
座
振
替
）

②�

７
月
～
９
月
は
普
通
徴
収
で
10

月
以
降
は
特
別
徴
収

問　

保
険
年
金
課
資
格
担
当

（
☎
371
・
７
２
５
２
）

●
遊
ん
で
い
る
と
き
は

・�

手
に
持
つ
花
火
は
腕
を
い
っ
ぱ

い
伸
ば
し
て
体
か
ら
花
火
を
離

す
。

・
花
火
を
人
や
家
に
向
け
な
い
。

・�

一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に
火

を
つ
け
な
い
。

●
後
始
末
は

・�

終
わ
っ
た
花
火
は
バ
ケ
ツ
の
水

に
つ
け
る
。

　

花
火
は
一
歩
間
違
え
る
と
火
事

や
火
傷
な
ど
の
事
故
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い

夏
休
み
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

問　

下
京
消
防
署

（
☎
361
・
４
４
１
１
）

け
す
ぞ
う
君
か
ら
の
お
知
ら
せ

楽
し
い
花
火
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
！

　見て、触れて、味わって、親子で楽しく食べ物体験してみませんか？

食べ物に興味を持つきっかけに！ご参加お待ちしています。

対象　区内に在住の就学前の５～６歳児とその保護者
日時・内容及び定員（費用）
８月�３日（水）��午後１時 30 分～３時 30 分

「ちゃれんじ！食べ物たいけん」

（かみかみ食体験ゲーム、ぬか漬け体験など）

親子 12 組（無料）

５日（金）午前 10 時 30 分～午後１時 30 分

「ちゃれんじ！クッキング」

（はもの骨切り実演見学、調理実習など）�

親子 12 組（調理材料費１組 1000 円）

場所　　�下京保健センター　２階
持ち物　�エプロン、三角巾（バンダナ等）、

タオル、上履き

申込み　�７月 15 日（金）から電話にて受付
（先着順）

問　�健康づくり推進課　成人保健・医療担当
（☎�371-7292）

親子で食育

ちゃれんじキ
ッズスクール

も
う
す
ぐ
夏
休
み
で
す
。

夏
の
風
物
詩
の
花
火
で

遊
ぶ
と
き
は
次
の
点
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

親
子
で
参
加
で
き
ま
す

夏
休
み
世
代
間
交
流
　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

『
夏
花
の

   

バ
ス
ケ
ッ
ト
』

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

「
保
険
料
納
入
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す

不妊に悩む方への
特定治療支援事業

　

『
親
知
ら
ず
』
と
は
、
前
か
ら

８
番
目
に
生
え
て
く
る
歯
の
こ

と
で
、
正
式
に
は
、
第
三
大
臼

歯
と
言
い
ま
す
。
一
番
最
後
に

生
え
て
く
る
（
生
え
な
い
人
も

い
ま
す
）
歯
で
す
。

　

他
の
歯
と
同
様
に
真
っ
す
ぐ

に
生
え
、
し
っ
か
り
噛
め
て
い

る
場
合
は
、
抜
く
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
歯
は
、
前
か
ら
ほ
ぼ

順
番
に
生
え
て
き
ま
す
の
で
、

歯
の
生
え
て
く
る
場
所
が
残
さ

れ
て
い
な
い
と
、
『
親
知
ら
ず
』

が
傾
斜
し
た
り
、
少
し
し
か
出

て
こ
な
か
っ
た
り
、
骨
の
中
に

埋
ま
っ
た
ま
ま
の
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
う
な
る
と
虫
歯
に
な

り
や
す
く
、
痛
ん
だ
り
、
歯
肉

が
腫
れ
た
り
、
膿
ん
だ
り
、
ま

た
歯
並
び
を
悪
く
し
ま
す
。

　

症
状
が
一
度
で
も
出
た
場
合

は
、
抜
歯
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
抜
歯
は
、
生
え
方
に
よ
っ

て
、
簡
単
な
場
合
と
歯
肉
切
開
、

歯
を
分
割
、
骨
を
削
る
な
ど
し
て

抜
く
大
変
な
場
合
（
よ
り
困
難
時

は
口
腔
外
科
が
担
当
）
が
あ
り
ま

す
。
一
度
歯
科
医
院
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

京
都
府
歯
科
医
師
会

下
京
支
部

尚
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
　
足
立
　
尚

『親知らず』は
抜かないと
いけないの？

　

今
年
度
か
ら
助
成
回
数
を
初
年

度
に
限
り
、
年
３
回
に
増
や
し
て

い
ま
す
（
昨
年
度
年
２
回
）。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

�

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
方

❶�

本
市
に
住
所
を
有
す
る
法
律
上

婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

❷�

特
定
不
妊
治
療
以
外
の
治
療
法

に
よ
っ
て
は
妊
娠
の
見
込
み
が

な
い
、
ま
た
は
、
極
め
て
少
な

い
と
医
師
に
診
断
さ
れ
た
方

❸�

指
定
医
療
機
関
に
お
い
て
、
特

定
不
妊
治
療
を
受
け
た
方

❹�

夫
及
び
妻
の
前
年
の
所
得
（
１

月
か
ら
５
月
ま
で
の
申
請
に
つ

い
て
は
前
々
年
の
所
得
）
の
合

計
額
が
730
万
円
未
満
で
あ
る
方

〈
助
成
回
数
〉

・�

１
年
度
あ
た
り
初
年
度
は
年
３

回
、
次
年
度
以
降
は
年
２
回

・
通
算
５
年
度

・
通
算
10
回
を
超
え
な
い

助
成
金
額　

�

１
回
の
治
療
に
つ
き

15
万
円
ま
で
助
成

申
請
期
限　

�
治
療
が
終
了
し
た
日

か
ら
１
年
以
内

問　

�

健
康
づ
く
り
推
進
課
母
子
・

精
神
保
健
担
当

（
☎
371
・
７
２
９
３
）

◆
下
京
区
役
所
職
員
被
災
地
支
援
報
告

　

避
難
所
で
生
活
す
る
方
の
健
康
相
談
を
行
い
ま
し
た
。
頑
張
ろ
う
と
前

向
き
な
気
持
ち
を
持
た
れ
て
い
る
方
ば
か
り
で
し
た
が
、
お
話
を
伺
っ
て

い
る
と
、
家
な
ど
を
失
っ
た
こ
と
の
喪
失
感
や
孤
独
感
、
長
い
避
難
所
生

活
の
疲
労
感
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
を
重
点
的
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

暑
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
熱

中
症
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
震
災
か
ら
月
日
が
経
過

し
、
必
要
な
支
援
が
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。

　

京
都
か
ら
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
「
遠
く
か
ら
あ
り
が

と
う
」
と
、
と
て
も
喜
ん
で

い
た
だ
き
、
嬉
し
く
感
じ
ま

し
た
。　

（
健
康
づ
く
り
推
進
課大

原
淳
）

東
日
本
大
震
災


